
 

    ７三鷹中原小第８２号 

令和８年 ３月 ２日 

三鷹市教育委員会 様 

学 校 名   鷹南学園三鷹市立中原小学校     

校 長 名        佐  藤  勇  人   

 

          令 和 ８ 年 度 教 育 課 程 に つ い て （ 届 ） 

 

 このことについて、三鷹市公立学校の管理運営に関する規則に基づき、下記のとおりお届けします。 

 

                       記 

１ 学園の教育目標 

（１）学園の教育目標 

〇自ら課題を見つけ学び、考え、解決する人 

◎自分や相手を大切にし、優しさを広げる人(重点) 

○ 自ら心身の健康を保ち、進んで行動する人 

○ 地域の一員としての自覚をもち、社会に目を向ける人 

学園の目標を達成するためには、児童・生徒自身が自分たちのよさに気付き、それを大切にし、

より伸ばしていこうとする態度を育てることが大切である。そのために、重点的に育成する資質・

能力を「自分のことも他の人のことも大切にできる力」とし、子どもたち一人ひとりを大切にす

る学園・学校風土を醸成し、すべての児童・生徒にとって学園・学校が安心できる居場所となるた

めの取組を推進する。 

 

（２）学園の教育目標を達成するための基本方針 

  学園の重点目標を、「自分や相手を大切にし、優しさを広げる人」とし、次の４点に重点をおき、

学園の教育目標の達成を図る。鷹南学園の強みを生かした小・小連携及び小・中連携、そして地

域と連携した学びを通し、「自分で自分の力を伸ばし、より良い学校生活を築く」ことを大切に

し、学園に関わる全ての人のウェルビーイングの実現を目指し、学園としての一体感をもった取

組と各校の特色を生かした教育活動を行う。保護者・地域社会が学園の教育理念を共有し連携・

協力しながら、「社会に開かれた教育課程」の実現を図り、より良い学校､より良い地域づくりを

目指す。 

〇子どもたち一人ひとりを大切にする学園・学校風土の醸成（安心できる居場所となる学園・学       

校づくり） 

〇多様な他者との学び（学びの広がり・多様なコミュニケーション・社会性と主体性の育成） 

○学びにおける「自己調整力」の育成（主体的・対話的で深い学び」に向けた授業改善） 

〇スクール・コミュニティの発展（地域をつなぐ拠点となる学校づくり） 

  

ア 自ら課題を見つけ学び、考え、解決する人 

  （ア）確かな学力の向上 

・学園研究を通し、各教科・領域の見方・考え方を十分に働かせながら、主体的・対話的で深

い学びと協働的な学びの一体的な充実の実現を図る。 

・全ての児童・生徒が確かな学力を身に付けるため、特性や学習進度、学習到達度に応じた指

導の個別化、興味・関心やキャリア形成の方向に応じた学習の個性化を図る。（学習用タブレ

ット端末・みたか地域未来塾・学習支援ボランティア・地域人財との連携・地域資源の活用） 

・学園研究において継続的に３校の教員が授業を参観し合い、自らの課題を明確にした授業改

善に取り組むことで、主体的に学ぶ児童・生徒の育成を目指す。 

  

    （イ）誰一人取り残さない一人ひとりを大切にする教育の実現 

・三鷹市小・中一貫カリキュラム（更新版）の活用を図り、ユニバーサルデザインの考えを重
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視するとともに、小・中相互乗り入れ授業を活用し、小・中連携した分かりやすい授業づく

りを推進する。 

・教育支援の充実を図るために、小・中連携し、児童・生徒の情報を共有しながら「三鷹市教

育支援プラン２０２７」を基に、一人ひとりの児童・生徒の課題に応じた支援を行う。 

・小学校６年生が中学校生活を円滑に始められるよう、３校の教員が十分な情報交換を行う。 

・不登校児童・生徒に対し、関係機関と連携した対応をするとともに、オンラインによる授業

や、校内支援教室の活用により多様な学習環境を整備する。 

 

    （ウ）学びにおける自己調整力の育成 

・自分の力やよさを最大限に発揮し、自らより良い行動（学習も含めた生活全般）ができるよ

うにする。そのために、児童・生徒が主体的に学習に向かうための動機付けを大切にし、自

ら目標をもって学習に取り組めるようにするとともに、学習方法を自ら選択できるようにす

る。キャリア・パスポートも活用しながら自分のよさや、できるようになったこと、課題に

気付かせ、自己の行動や学習・感情などをコントロールし、目標をもって主体的に学校生活

を送れるようにする。 

・一人ひとり異なる多様な児童・生徒の特性や学習進度・達成度、発達段階、興味・関心など

に応じた学習活動や学習課題に、ICT を活用しながら主体的に学習に取り組むことができる

ようにする。 

・「見通し→活動→振り返り」のサイクルの中で、学びを自己調整できる力を育てる。 

       

 イ 自分や相手を大切にし、優しさを広げる人（重点） 

    （ア）人権教育の充実 

・児童・生徒が大切にされ安心できる環境の中で、多様な個性を尊重し自分も相手も大切にし

ながら、より良く生きようとする態度、規範意識や義務・責任を果たそうとする態度を育て

るとともに、いじめやネットモラルに関する正しい知識、豊かな人権感覚、思いやりの心を

育てる。 

 

    （イ）道徳教育の充実 

・道徳授業地区公開講座を活用し、家庭・地域と連携しながら、「特別の教科 道徳」の授業を

充実させ、意図的・計画的に道徳性を養う。公共心や規範意識などの社会性を育むとともに、

いじめに関する問題を多面的・多角的にとらえ自分ごととして考えられるようにする。 

 

（ウ）多様な他者との学びの充実 

  ・地域人財・資源と連携した授業や、行事等での地域の人々との交流を通して、多様な他者か

ら学ぶこと、多様な他者とともに学ぶこと、多様な他者と協働することに喜びを感じられる

児童・生徒を育成する。 

 

ウ 自ら心身の健康を保ち、進んで行動する人 

・東京都児童・生徒の体力調査の結果を踏まえ、学校の課題を重点化し、体育の授業や体育的

行事、日常的な取組を通した体力向上について、学園で取組を共有しながら、実践・評価・

改善を行う。小学校においては中学校体育科教員の専門的な指導を活用し、授業力を向上さ

せる。 

・家庭や地域と連携しながら、休み時間や部活動、放課後の活動において運動に親しませると

ともに、運動をする習慣や意欲を高める。 

・生活習慣の向上や心身の健康に向け自己管理に努めるとともに、心の不安や悩みに対処した

り SOS を発信したりすることができる、心身ともに健康な児童・生徒を育てる。 

・自分たちの健康課題に関心をもち、よいところをより伸ばし、課題を克服するために主体的

に行動できる児童・生徒を育成する。 

・児童・生徒が「食」に対して関心をもち、自らの健康と食とのつながりを理解しながら感謝

して食べることができるよう、食育の充実を図る。 

 

エ 地域の一員としての自覚をもち、社会に目を向ける人 



 

・学校行事や地域行事等における多様な他者との交流を通し、地域の一員として自分にできる

ことを考え、実行しようとする態度を育てる。 

・地域行事やボランティア活動への参加を通して、多様な人と協働しながら地域に貢献できる

ことに喜びを感じられる児童・生徒を育成し、ボランティアマインドの醸成を図る。 

・広い視野をもって社会に目を向け、多様性を理解し尊重する態度や共に生きていく力を育成

するとともに、相手の立場を尊重しながら自分の考えなどを表現したり、発信したりできる

能力と態度を育てる。 

 

（３）コミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教育としての重点 

ア コミュニティ・スクール委員会と協働し、児童・生徒が多様で豊かな体験活動を通し社会力・

人間力を身に付けられるよう、学校３部制を活かした地域人財との連携・地域資源の活用を通し

て教育活動の充実を図る。 

 

イ 学園運営委員会及び学園管理職会、学園研究会や小学校の同一学年間の連絡会において、教職

員が連携・協働しながら、それぞれの役割を最大限に発揮することで学園をチームとして機能さ

せ、児童・生徒への教育効果を高める。 

 

ウ 児童・生徒同士及びコミュニティ・スクール委員会をはじめ地域の大人との協働的な学びを通

し、多様なものの見方を育てたり、より良い人間関係づくりをしたりしながら「主体的・対話的

で深い学び」の実現を目指す。 

 

エ 鷹南学園合同行事（学園引き渡し訓練、児童・生徒会交流、中学校体験、部活動体験、あいさ

つ運動など）及び地域行事を通じて、学園の児童・生徒及び教職員、コミュニティ・スクール委

員会、地域・保護者が協働することで、地域が一つにつながるとともに、児童・生徒のより良い

環境づくりとなるスクール・コミュニティの実現を目指す。 

 

オ 小学校６年生における学園合同自然教室をより充実させるために、１年生からの継続的な小・

小交流を教科横断的な視点と柔軟な発想で計画・実施する。 

 


